
児
童
福
祉
施
設
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
第
三

者
評
価
を
去
る
十
月
十
六
日
に
受
審
し
ま

し
た
。 

来
園
さ
れ
た
評
価
者
は
大
阪
と
熊
本
に

あ
る
大
学
の
教
授
二
名
と
、
宮
崎
の
保
育

園
園
長
の
計
三
名
の
方
々
で
し
た
。 

 

こ
の
第
三
者
評
価
と
は
、
保
育
園
、
児
童

養
護
施
設
、
母
子
生
活
支
援
施
設
お
よ
び

乳
児
院
で
行
わ
れ
て
い
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
、
公
正
で
中
立
な
第
三
者
評
価
機
関
が

専
門
的
で
客
観
的
な
立
場
か
ら
評
価
す
る

も
の
で
す
。  

そ
の
目
的
は
、 

①
そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
福
祉
施
設
で
行
わ

れ
て
い
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上

さ
せ
る
こ
と 

②
利
用
者
が
施
設
を
選
択
す
る
際
に

役
立
つ
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
等
利

用
者
本
位
の
福
祉
を
目
指
す
た
め 

こ
の
二
点
を
達
成
す
る
こ
と
が
第
三
者

評
価
の
目
的
で
す
。 

 

実
際
の
受
審
の
前
に
は
、
「自
己
評
価
」

及
び
「保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。 

「自
己
評
価
」は
、
園
長
を
は
じ
め
、
多
く

の
職
員
が
参
加
し
、
評
価
調
査
チ
ー
ム
が
用

い
る
評
価
基
準
と
同
じ
も
の
を
使
っ
て
、
日

ご
ろ
の
事
業
運
営
状
況
を
自
己
評
価
し
、

ま
と
め
た
も
の
を
評
価
機
関
に
送
付
し
ま

し
た
。 

「保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
、
保
護
者
の

方
々
に
、
園
が
提
供
す
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
に

ど
れ
だ
け
満
足
し
て
い
る
の
か
を
、
無
記
名

で
答
え
て
も
ら
い
、
直
接
、
評
価
機
関
に
郵

送
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
朝
八
時
三
〇
分
に
お
出
で
に

な
り
、
先
ず
、
登
園
風
景
を
観
察
、
受
け
入

れ
状
況
等
が
調
査
さ
れ
ま
し
た
。 

九
時
三
〇
分
か
ら
職
員
朝
礼
の
立
会
、

業
務
指
示
等
の
観
察
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

一
日
の
作
業
手
順
の
打
ち
合
わ
せ
の
後
、

お
一
人
が
事
務
室
に
残
り
、
管
理
職
へ
の
聞

き
取
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
保
育
理
念
の

周
知
の
仕
方
や
保
育
計
画
の
立
案
手
順
等

詳
細
に
わ
た
っ
て
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

一
方
、
別
の
お
二
人
は
年
少
組
と
年
長

組
に
分
か
れ
て
保
育
風
景
を
観
察
、
現
場

で
保
育
士
に
質
問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

昼
食
を
は
さ
み
、
栄
養
士
へ
の
聞
き
取

り
、
何
人
か
の
保
育
士
へ
の
聞
き
取
り
が
行

わ
れ
、
午
後
四
時
か
ら
降
園
風
景
や
延
長

保
育
へ
の
移
行
の
状
況
等
が
観
察
さ
れ
、
長

い
一
日
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

後
日
、
評
価
機
関
に
調
査
内
容
を
持
ち

帰
り
、
検
討
が
行
わ
れ
そ
の
結
果
、
項
目
ご

と
に
A

・B

・C

の
評
価
が
付
さ
れ
た

も
の
が
送
り
返
さ
れ
、
そ
の
後
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
表
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。 

 

私
た
ち
は
、
こ
の
評
価
受
審
を
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
後
、
日
頃
の
業
務
内
容

の
検
証
を
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
判
っ
て

る
つ
も
り
の
こ
と
が
全
員
へ
徹
底
し
て
な

い
こ
と
が
多
く
あ
る
こ
と
を
発
見
し
、
そ

れ
を
文
章
化
し
基
準
便
覧
（マ
ニ
ュ
ア
ル
）

と
し
て
ま
と
め
る
作
業
を
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
自
己
評
価
を
す
る
段
階
で
、

職
員
の
間
の
認
識
の
ズ
レ
や
、
理
解
度
に

差
が
あ
る
こ
と
な
ど
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
。 ま

た
、
評
価
結
果
と
共
に
送
り
返
さ

れ
る
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら

は
、
園
側
の
自
己
評
価
と
異
な
る
回
答

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
と
思
い

ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
に
、
よ
り
支
持
さ
れ

て
い
る
点
や
、
不
満
に
思
わ
れ
て
い
る
点
が

明
ら
か
に
な
る
は
ず
で
す
。 

 

今
回
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
多
く
の
こ
と

に
気
づ
き
修
正
が
で
き
た
こ
と
に
加
え
、
基

準
便
覧
と
い
う
財
産
を
手
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
回
の
評
価
受
審
へ
の
取
り

組
み
は
大
い
な
る
意
義
が
あ
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

【副
園
長 

大
久
保 

】
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新
年
度
説
明
会 

児
童
福
祉
施
設
福
祉
サ
ー
ビ
ス 

第
三
者
評
価
を
受
審
し
ま
し
た 

 

   

平
成
十
八
年
度 

 

 
 
   
 

行 
 

事 
 

4
月
1
日   

   

4
日 

 
 

 

  

18
日  

園
児
健
康
診
断(

3
日
間
） 

  

22
日  

親
子
歓
迎
遠
足 

  

28
日  

お
た
の
し
み
会 

5
月
12
日  

端
午
の
節
句
お
た
の
し
み
会 

  

27
日  

年
長
組
親
子
保
育 

 
 
 
 
 
       

ク
ラ
ス
懇
談
会 

  

27
日  

父
母
の
会
総
会 

6
月
1
日  

歯
科
検
診 

  

17
日  

年
少
組
親
子
保
育 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ク
ラ
ス
懇
談
会  

 

  

23
日  

お
た
の
し
み
会 

7
月
7
日  

七
夕
お
た
の
し
み
会 

  

8
日  

保
護
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

  

12
日  

プ
ー
ル
開
き 

  

14
日   

  

15
日  

  
 

8
月
29
日  

お
た
の
し
み
会 

9
月
16
日  

運
動
会 

  

29
日  

お
た
の
し
み
会 

10
月
6
日  

お
た
の
し
み
会 

  

19
日  

敬
老
の
集
い 

  

26
日  

園
児
健
康
診
断
（
2
日
間
） 

11
月
10
日  

お
た
の
し
み
会 

  

18
日  

友
愛
セ
ー
ル 

  

25
日  

影
絵
劇
場(

一
般
公
開) 

12
月
2
日 

リ
ト
ミ
ッ
ク
発
表
会 

  

8
日  

  

9
日   

  

15
日  

お
た
の
し
み
会  

  

26
日  

も
ち
つ
き 

1
月
12
日  

お
た
の
し
み
会  

  

21
日  

た
ん
ぽ
ぽ
音
楽
会(

青
組
）       

                   

於 

サ
ン
パ
レ
ス 

2
月
2
日  

ま
め
ま
き 

  

9
日  

お
た
の
し
み
会 

  

24
日  

発
表
会 

3
月
2
日  

桃
の
節
句
お
た
の
し
み
会 

 

  

8
日  

遠
足(

年
長) 

  

15
日  

遠
足(

年
少) 

  

21
日  

卒
園
式 

  

28
日  

入
園
式(

新
園
児) 

祖父が母にこのような「輔仁」の本来の意味を伝え、さらに、社会福

祉事業の目的を達成するための重要な意味を含んでいることを言葉と

して贈ったことに間違いはなかったと思います。何せ、40年も前の口述

ですから、具体的にどのような内容であったのかが定かではありませ

ん。母の記憶を頼りに、祖父がどのような意味づけをしたのかを私の主

観も少々入ってはいますが、下記のように文章化してみました。 

法人名の名称の由来について書いてみました。実は、理事長の私

もこの名の由来については、『私の祖父(大浦貫道/故人)が、初代理

事長の大浦仁子（私の母）に、法人設立に際し論語から採って贈った

ということ、本来の意味とは別に、「仁子の事業意志を助ける(輔ける)」

をかけたということ』以外にその詳細については知りませんでした。 

その内調べておこう と思いながら長年経ってしまいましたが法人合

併や新園建設などが完結し、一息ついたので、今まで縁の無かった

『論語』をひもといてみました。そして、上記の一文に至ったのです。 

この解釈については多くの学者によるものがありましたが、平易な文

章で記してあったものの一つをご紹介いたします。 

自分ひとりで教養を身につけるよりも 、異なった人間素養を身につけた

友人を沢山持ち、切磋琢磨して、お互いの人格向上のために、相互啓発

に努めることは大いなる財産である。 

友人を持つこと、そして彼らから得る智慧は、一人で苦しんで得るよりも

多く の方向性を生み出す。 

判断の誤りを少しでも少なく できるだけでなく 、も っと広い見地から物事

を判断する材料を与えても らえるものである。 

ここで言う 『仁』は、相手をゆるし信じあえる心をさしており、その心のふ

れあいを通して相互の進歩向上ができる心を指している。大いなる心であ

る。 

                          「輔仁会
ほじんかい

」命名の由来                       理事長 / 園長  大 浦 純 平 
 

-   曾子
そうし

曰
いわ

く、君子
くんし

は文を以
もっ

て友を会し、友を以
もっ

て仁
じん

を輔
たす

く   《論語 /顔淵
がんえん

 篇》  - 
 

「曾子が言われた、君子は文事によって友達を集め、友達によって仁の成長を助ける。」 

子育ては一人でできるものではない。 

子どもを核として、子と親、親と親、子と子、子と保育者、保育者と保育者、 

そして、親と保育者という関係が成り立つ。 
お互いが切磋琢磨し、相互啓発することによりその関係性が深まる。 

子にとって、親にとって、保育者にとってそれは大いなる財産である。 

育つ者、育てる者の三者の関係の中にいること、そして、相手から得る知恵は、 

子ども自身の成長と親と保育者の子育てに多くの方向性を生み出し、 
子育ての誤りを少しでも少なくできるだけでなく、 

もっと広い見地から物事を判断する材料を与えてもらえるものである。  

保育園を経営する社会福祉法人にとって、最も大切なものは『人』

である、特に「人と人の関係が良好に運び、お互いに啓発し合い向上

してこそ素晴らしい子育てのお手伝いができるのだよ」と、祖父は伝え

たかったのだということを母と共に確認しました。 

今後も、輔仁会という名を汚さぬよう、この精神を今後の法人運営の

拠り所として、なおいっそう大切にしていきたいと思っています。 

新
年
度
説
明
会 

お
泊
ま
り
保
育(

青
組)

 

作
品
展 

私は、平成18年度つぼみ保育園父
母の会会長を務めさせて頂いておりま

す中島と申します。昨年、一昨年度は

副会長を務めさせて頂き、今年度より

会長を務めさせて頂いております。園
行事及び父母の会行事に積

極的に携わるようになり、こど

も達と向き合う 機会が多くな
りました。こども達を見ている

といつも元気一杯で目を輝

かせている姿に自分自身、
元気を貰うことも多々あり、や

はりこどもは財産だと痛感し

ながら充実した日々を送らせて頂いて

おります。こども達が少しでも多くの楽
しい思い出を作れるよう 、これからもで

きる限りのことをしていきたいと思って

おります。 
さて、最近ニュースや新聞などで子

どもに関する話題が毎日のように報道

されています。自らの命を絶ってしま
った子どもや友達や他人を平気で傷

つけてしまう 子ども、それとは逆に親

がわが子を虐待するといったニュース

などを見ていると、私も子を持つ一人
の親として悲しさと腹立たしさを感じま

す。 

今これを書いている最中も「いじめ」
のニュースが流れています。こう いっ

たことは以前から少なからずともあっ

たと思いますが、特にここ数年で耳に

することが増えてきた気がします。何
故なんでしょうか？自らの命を絶って

しまった子どもの大半は、悩みを誰に

も打ち明けることが出来ずに「死」とい

う選択肢を選ばざるを得なかったのか
も知れません。では何故一

番身近な親に何も言えなか

ったのか？何故一番身近な
親がそれに気付いてやれな

かったのか？親としては非常

に辛いことでしょう。 
確かに今はインターネットな

どの普及で様々な情報が豊

富な社会であり、テレビゲームなんか

も私たちが子どもだった頃にはなかっ
たものの存在で生活環境が変化して

いるのは間違いないでしょう。 

しかし、世の中が変わっても子どもに
とって親とは信頼できる立場にあるべ

き存在であり、大人とは子どもたちを

時には厳しく 、時には優しく見守って
やるものだと私は思います。 

そして、このつぼみ保育園の子ども

たちにはいつまでもその目の輝きを持

ち続けてもらいたい、そんな園生活を
過ごしてもらう ために微力ながらお手

伝いをさせて頂きたいと思っておりま

す。 
まだまだ若輩者ではございますが、

ご指導ご鞭撻の程、何卒宜しくお願い

申し上げます。 

「 親子とは 」 
 

父母の会 会長  中島秀樹 



 

■
リ
ト
ミ
ッ
ク
発
表
会 

(

17･

10･

27) 
   

0

才
児
か
ら
5

才
児
ま

で
年
齢
別
に
行
っ
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
の
生
活
や
遊
び
の

中
に
、
音
楽
と
動
き
を
結
び

つ
け
る
音
楽
表
現
活
動
を

見
い
だ
し
、
さ
ら
に
感
性
豊

か
に
発
展
さ
せ
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
リ
ト
ミ
ッ
ク
で

す
。
保
護
者
の
前
で
少
々
緊

張
し
な
が
ら
保
育
士
の
弾
く

ピ
ア
ノ
の
音
や
リ
ズ
ム
を
聴

き
想
像
を
め
ぐ
ら
し
身
体
で

表
現
を
し
て
い
ま
す
。 

 

■
も
ち
つ
き       (

17･

12･

22) 

   

朝
早
く
か
ら
園
庭
に
く
ど

を
造
り
、
せ
い
ろ
の
中
で
は
も

ち
米
が
蒸
さ
れ
年
末
恒
例

の
も
ち
つ
き
で
す
。
ぺ
っ
た
ん
、

ぺ
っ
た
ん
と
お
父
さ
ん
方
の

力
強
い
杵
の
音
に
子
ど
も
達

の
声
援
が
響
き
ま
す
。
小
さ

い
手
で
も
ち
を
丸
め
手
も
顔

も
白
い
粉
だ
ら
け
に
な
り
、つ

き
た
て
の
お
も
ち
を
ほ
お
ば

り
お
や
つ
は
ぜ
ん
ざ
い
、
そ
し

て
お
家
の
方
へ
お
も
ち
の
お

み
や
げ
を
持
っ
て
帰
り
ま

す
。 

 

■
た
ん
ぽ
ぽ
音
楽
会 

(

18･

1･

29) 
  

サ
ン
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
る

た
ん
ぽ
ぽ
音
楽
会
も
30

回

目
で
す
。青
組
（5

才
児
）

 

の

今
回
の
発
表
曲
は
「雨
の
遊

園
地
」、
素
晴
ら
し
い
演
奏
を

聴
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
鍵

盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
と
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
で
織
り
な
す
ハ
ー
モ

ニ
ー
、
リ
ズ
ム
を
刻
み
彩
り
と

な
る
打
楽
器
、そ
し
て
ピ
ア
ノ

が
か
け
め
ぐ
り
一
つ
に
ま
と

め
あ
げ
、
子
ど
も
た
ち
が
合

奏
の
主
体
と
な
っ
て
曲
を
奏

で
る
つ
ぼ
み
保
育
園
の
演
奏

ス
タ
イ
ル
は
毎
年
の
こ
と
で

す
が
絶
賛
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

■
発
表
会          (

18･
2･
18) 

   

舞
台
の
上
で
一
人
ひ
と
り

が
自
分
の
持
っ
て
い
る
力
を

十
分
に
発
揮
し
た
く
さ
ん
の

拍
手
を
も
ら
い
ま
た
一
つ
自

信
が
つ
き
ま
し
た
。
保
護
者

に
と
っ
て
は
「生
活
」と
「言

葉
」と
「音
楽
」の
発
表
会
を

通
じ
て
お
子

さ
ん
の
社
会

性
・言
語
・音
楽
的
感
性
な

ど
の
成
長
を
感
じ
と
っ
て
頂

け
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
父

母
の
会
の
劇
も
つ
ぼ
み
保
育

園
の
名
物
、い
や
、
自
慢
の
一

つ
で
す
。 

 

■
卒
園
式          (

18･

3･

21) 
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回
卒
園
生
。
ご
家
族
の

皆
様
、
お
友
達
、
職
員
が
見

守
る
中
、
一
人
ひ
と
り
が
園

長
先
生
か
ら
卒
園
証
書
を

も
ら
い
巣
立
っ
て
い
き
ま
し

た
。 

 

■
入
園
式          (

18･

3･

28) 
   

子
ど
も
も
保
護
者
も
こ
れ

か
ら
始
ま
る
保
育
園
生
活

に
不
安
が
一
杯
で
迎
え
る
入

園
式
で
す
。
4

月
1

日

か

ら
お
預
か
り
す
る
た
め
3

月
末
に
入
園
式
を
行
っ
て
い

る
の
は
つ
ぼ
み
な
ら
で
は
の

風
景
で
す
。
朝
の
登
園
時
の

泣
き
声
を
背
に
職
場
へ
と
向

か
い
心
痛
む
思
い
を
さ
れ
ま

す
が
子
ど
も
達
も
徐
々
に

笑
顔
が
見
え
、
保
護
者
の
皆

様
の
お
顔
も
安
心
顔
と
な
っ

て
行
か
れ
ま
す
。 

 

■
親
子
歓
迎
遠
足 

(

18･

4･

22) 
   

み
な
と
百
年
公
園
ま
で
親

子
で
歩
い
て
行
く
遠
足
は
あ

い
に
く
の
雨
と
な
り
園
内
で

の
歓
迎
お
た
の
し
み
会
と
な

り
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
や
ゲ
ー
ム

な
ど
を
親
子
で
楽
し
み
ど
の

部
屋
か
ら
も
笑
い
声
が
聞
こ

え
、
保
護
者
の
方
同
士
や
職

員
と
の
親
睦
も
深
ま
っ
た
よ

う
で
す
。 

 

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

(

18･

7･

8) 
   

父
母
の
会
主
催
で
感
謝
の

気
持
ち
を
清
掃
で
お
か
え
し

し
た
い
と
の
趣
旨
で
「保
育
園

ピ
カ
ピ
カ
デ
ー
」に
た
く
さ
ん

の
保
護
者
の
方
が
お
集
ま
り

に
な
り
ま
し
た
。
お
部
屋
の

ワ
ッ
ク
ス
掛
け
や
プ
ー
ル
掃

除
、
園
庭
の
整
地

な
ど
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
園
庭
で
懇
親
会
が
行

わ
れ
、汗
を
か
い
た
あ
と
の
生

ビ
ー
ル
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
最

高
で
し
た
。 

■
お
泊
ま
り
保
育 

(

18･

7･

14

〜
15) 

青
組
（5

才
児
）の
保
育

園
で
の
お
泊
ま
り
で
す
。 

恒
例
の
夜
の
保
育
園
探

検
。
今
年
は
絵
本
「お
し
い
れ

の
ぼ
う
け
ん
」の
中
の
「ね
ず

み
ば
あ
さ
ん
」に
出
会
い
ま

し
た
。
ね
ず
み
ば
あ
さ
ん
か

ら
も
ら
っ
た
も
の
は
龍
と
勇

気
の
石
で
し
た
。 

ホ
ー
ル
で
の
夕
べ
の
つ
ど
い

や
園
庭
に
仕
掛
け
た
花
火

を
楽
し
み
、
友
だ
ち
と
一
緒

に
様
々
な
思
い
を
胸
い
っ
ぱ

い
に
し
す
や
す
や
眠
り
に
つ

き
ま
し
た
。 

 

■
運
動
会          (

18･

9･

16) 
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回
目
の
運
動
会
は
雨

天
と
な
り
千
早
西
小
学
校

の
体
育
館
で
行
い
ま
し
た
。 

子
ど
も
達
の
か
け
っ
こ
や

保
護
者
参
加
の
リ
レ
ー
や
綱

引
き
な
ど
は
会
場
の
都
合
で

で
き
な
く
残
念
で
し
た
が
間

近
に
見
る
こ
ど
も
達
の
運
動

あ
そ
び
や
演
技
、
親
子
ゲ
ー

ム
な
ど
は
こ
ど
も
達
の
表
情

が
よ
く
見
え
迫
力
が
あ
り
い

つ
も
に
な
い
応
援
が
で
き
た

と
の
感
想
も
き
か
れ
ま
し

た
。
今
年
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は

蛇
踊
り
、
趣
向
を
凝
ら
し
た

手
作
り
の
赤
組
の
龍
、
白
組

の
龍
、
青
組
の
龍
、
保
護
者
の

龍
が
所
狭
し
と
大
暴
れ
し

素
晴
ら
し
い
運
動
会
の
幕
開

け
と
な
り
ま
し
た
。 

 

■
三
日
月
山
登
山 

(

18･

11･

1)  
   

青
組(

５
才
児
）は
千
早
か

ら
下
原
ま
で
路
線
バ
ス
に

乗
っ
て
高
さ
二
七
二
メ
ー
ト

ル
の
三
日
月
山
に
登
り
ま
し

た
。
登
山
口
か
ら
約
50

分

位
か
か
り
お
友
達
と
一
緒

に
励
ま
し
合
い
な
が
ら
登
り

ま
し
た
。
頂
上
か
ら
見
え
る

景
色
に
驚
き
の
声
を
上
げ
、

バ
ッ
タ
取
り
や
草
ス
キ
ー
な

ど
自
然
の
中
で
た
く
さ
ん
遊

び
ま
し
た
。 

 

■
友
愛
セ
ー
ル   (

18･

11･

18) 

今
年
は
雨
模
様
と
な
り

少
々
混
雑
致
し
ま
し
た
が

大
勢
の
お
客
様
で
賑
わ
い
ま

し
た
。
園
長
が
店
長
の
お
好

み
焼
き
、
本
場
の
味
が
楽
し

め
る
水
餃
子
、
父
母
の
会
々

長
の
中
島
さ
ん
店
長
の
う
ど

ん
や
豚
汁
、
お
に
ぎ
り
等
、大

盛
況
で
し
た
。卒
園
児
、保
護

者
OB

の
方
々
と
も
お
会
い

で
き
懐
か
し
い
ひ
と
と
き
で

も
あ
り
ま
し
た
。 

 ■
城
浜
診
療
所
で 

七
夕
交
流
会(

18･

7･

7) 
   

青
組
（5

才
児
）は
近
く
の

城
浜
診
療
所
の
デ
イ
ケ
ア
ー

利
用
者
と
の
七
夕
会
に
招

待
さ
れ
ま
し
た
。
手
あ
そ
び

な
ど
し
て
触
れ
合
っ
て
あ
そ

び
最
後
に
「き
ら
き
ら
星
」
を

鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
演
奏
し
、

た
く
さ
ん
の
拍
手
を
も
ら
い

ま
し
た
。
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

手
、
し
わ
し
わ
や
っ
た
よ
」
な

ど
の
声
が
き
か
れ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
交
流
を
通
し
て
お

年
寄
り
の
方
を
思
い
や
る
心

が
育
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。 

 

■
敬
老
の
集
い   (

18･

10･

19) 
 

校
区
の
独
居
老
人
の
方
と

園
児
の
祖
父
母
の
方
を
ご

招
待
し
て
23

回
目
と
な
り

ま
し
た
。
お
遊
戯
・つ
ぼ
み
太

鼓
・劇
な
ど
を
披
露
し
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

暖
か
い
眼
差
し
と
た
く
さ
ん

の
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
お
給
食
を
一
緒
に

食
べ
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。  

ま
た
、
子
ど

も
達
と
職
員
の
手
づ
く
り
の

陶
器
の
お
皿
の
お
み
や
げ
も

た
い
そ
う
喜
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

■
福
祉
体
験
・
交
流
学
習 

(

18･

10･

19) 
 

保
育
園
児
と
の
交
流
を
通

し
て
手
話
広
報
活
動
に
8

名
の
生
徒
さ
ん
が
や
っ
て
来

ま
し
た
。 

  

青
組(

5

才
児
）と
の
交
流

の
中
で
「さ
ん
ぽ
」の
歌
に
合

わ
せ
て
手
話
を
教
え
て
も

ら
っ
た
り
ご
挨
拶
の
仕
方
や

自
分
の
名
前
を
手
話
で
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

■ 

職
場
体
験
学
習 

(

18･

10

月･

11

月) 
 

「職
業
探
求
」の
一
環
と
し

て
10

月
に
中
学
生
は
2

名
、
11

月
に
小
学
生
は
4

名
の
生
徒
さ
ん
が
3

日
間

や
っ
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も

達
の
姿
や
関
わ
り
方
、
保
育

士
と
し
て
の
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
な
ど
が
少
し
で
も
体

験
の
中
か
ら
学
ん
で
も
ら
え

た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
達
も
仲
良
く
な

り
た
く
さ
ん
遊
ん
で
も
ら
い

大
喜
び
で
し
た
。 

 

■
影
絵
劇
場      (

18･

11･

25) 
 

お
た
の
し
み
会
で
上
映
し

た
お
話
を
3

本
ま
と
め
て

地
域
の
方
に
披
露
し
て
い
る

影
絵
劇
場
も
今
年
で
12

回

目

で
す
。
本
格
的

な
ス
ク

リ
ー
ン
と
照
明
器
具
を
駆

使
し
、
脚
本
か
ら
人
形
づ
く

り
、
背
景
づ
く
り
、
録
音
、
人

形
の
操
作
な
ど
練
習
に
熱

が
入
り
ま
し
た
。 

【主
任
保
育
士  

田
村 

】

 

この一年 
 

（17年10月～18年11月） 
 

 

この1年間の行事を紹介致します。
子どもも保護者も職員も思い出多い行
事ですが、行事のあり方については常
に検討をし、長い歴史の中で変化して
います。 
これからも、子どもにとって何が大
事かをよく考え、しっかり見極めて行
きたいと思います。 

【 貸 借 対 照 表 】 

流動資産 22,935 

固定資産 123,060 

資産の合計 145,995 

負
債 

流動負債 6,258 

固定負債 0 

小        計 6,258 

純
資
産 

基本金 43,103 

国庫補助金等特別積立金 34,697 

その他の積立金 30,000 

次期繰越活動収支差額 31,937 

小        計 139,737 

負債及び純資産の合計 145,995 

資
産 

  平成17年度 つぼみ保育園経理区分 決算状況   (単位 千円) 

【 資金収支計算書 】 

経
常
活
動
に
よ
る
収
支    

      運営費収入 139,173 

      利用料収入 7,054 

      その他の経常活動収入 19,338 

  経常収入計   (1) 165,565 

      人件費支出 131,955 

      事務費支出 17,489 

      事業費支出 23,074 

      その他の経常活動支出 0 

  経常支出計   (2) 172,518 

経常活動資金収支差額(3)=(1)-(2) ▲6,953 

に
よ
る
収
支 

施
設
整
備
等  

  施設整備等収入計  (4) 535 

  施設整備等支出計  (5) 1,878 

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) ▲1,343 

に
よ
る
収
支 

財
務
活
動
等  

  財務収入計  (7) 8,000 

  財務支出計  (8) 4,000 

財務活動資金収支差額  (9)=(7)-(8) 4,000 

当期資金収支差額合計  (10)=(3)+(6)+(9) ▲4,296 

前期末支払資金残高  (11) 20,973 

16,677 当期末支払資金残高  (10)+(11) 

 
平成18年度 父母の会役員 

 
会 長 中島 秀樹  (れんげ) 
副会長 的野 元和  (つくし) 
  々  中山 恵美子 (わらび) 
  々  力丸 ひとみ （すみれ） 
会 計 小倉 和子  (つくし) 
  々  足立 有希子 (すみれ) 
書 記 船越 正子  (さくら) 
  々  徳山 愛巳  (う め) 
委 員 梅木 孝   (も も) 
  々  大神 貴夫  （も も） 
  々  小田 加奈恵 (う め) 
  々  今堀 志保  (う め) 
  々  永井 隆美子 (すみれ) 
  々  松浪 稔   (すみれ) 
  々  高山 哲也  (れんげ) 
  々  尾嶋 梢    (れんげ) 
  々  秦 由美   (つくし) 
  々  楠木 真樹  (つくし) 
  々  房前 静佳  (わらび) 
  々  藤井 由布子 (わらび) 
  々  岡田 美咲  (わらび) 
  々  濱原 茜    (なずな) 
  々  中冨 重雄  (なずな) 
  
監 査 佐々木 由紀恵(わらび) 
  々  永江 美代子 (つくし) 

 

平成18年度 職員構成 
(12月1日現在37 名) 

 
   園  長 大浦 純平  
 

副園長 大久保 雅子 
 

主 任  田村 明子 
 

副主任 三笠 良子  
 
もも組 吉澤 利恵美  
  々 工藤 江美  
  々 高松 明美 
  々 野田 美和子 
  々 小田 晃子 
  々 阿部 俊子  
  々 野中 智子    
  々 西村 美香 
  々 田渕 香奈   
  々 成清 悦子 
 
うめ組 小早川 紘美  
  々 田村 綾子 
  々 林  郁子 
  々 小西 真弓  
  々 横山 しのぶ    
 
さくら組 宮川 仁美  
   々  大野歩(産休中）  

  々 岡崎 久美子  
  々 相部 共美 
  々 早田 みやこ 
 々    松尾 裕美 
 々    左古田 香織 
 
すみれ組 中岡 千晶   
れんげ組 猿渡 健一 
つくし組 白川 睦実       
わらび組 臼井 顕子     
なずな組 白石 晴美  
 

栄養士 福島 千春 
  々 岩崎 真樹 
調理員 岡崎 千代  
  々 三小田 菜穂子 

  々 松下 珠美 

用務員  中島 凉子    


